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学校再開について（お知らせ）

このことについて、県教育委員会からの通知を受け、本校におきましては下記のとおり、６月

１日から学校を再開します。再開に際しましては、万全の感染症対策を講じた上で、生徒の健や

かな学びを保障することを目指して、学校における教育活動を実施することを御理解いただき、

御協力をお願いいたします。

なお、今後の状況に変化がありましたら、学校ＨＰや安全安心メール、Classiでお知らせいた

しますので、よろしくお願いいたします。

記

１ 学校再開について
教育委員会が、熊本県はレベル１（詳細は後述）に該当すると判断したため、本校に

おいては、６月１日（月）から通常登校による教育活動を再開します。

２ 保健管理等に関すること
ＨＰやClassiに掲載の、「熊本県立学校における新型コロナウイルス感染症に対応した学

校再開ガイドライン」を御覧いただき、御家庭での御協力をお願いいたします。

３ 学習指導に関すること
同様に「熊本県立学校における新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラ

イン」を御覧ください。
各教科等の指導においては、これまでのとおり感染症対策（ビニールカーテンの設置、

マスク着用、教室の換気、手洗い指導等）を行い、実施内容や方法を工夫した上で実施し
ます。
なお、座席の間隔につきましては、文部科学省の事務連絡にありますように、頻繁な換

気などを組み合わせることなどにより、教室の状況に合わせて対応します。

４ 学校生活における配慮事項
同様に「熊本県立学校における新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラ

イン」を御覧ください。
特に、休み時間や昼食時の配慮事項として、向かい合っての飲食、飲み物の回し飲みな

どを行ったりしないように御家庭でも御指導をお願いいたします。

５ 集会及び修学旅行等の学校行事の実施に関すること
同様に「熊本県立学校における新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラ

イン」を御覧ください。
特に、始業式、終業式及び学年集会等については、放送設備等の活用など、工夫を行

うことで、３つの条件が重なることのないよう、感染拡大防止の対策を実施します。

６ 部活動に関すること
同様に「熊本県立学校における新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラ

イン」を御覧ください。
（１）活動日数・時間
ア ６月１日（月）～６月１４日（日）
（ア）１週当たりの活動日数は、週５日以内とします。
（イ）１日当たりの活動時間は、長くとも２時間以内とします。



イ ６月１５日（月）～
（ア）活動日数及び活動時間については、本校の部活動に関する諸規定(週５日以内、
平日２時間程度、土日・祝日・長期休業中３時間程度等)に準じます。

（２）合宿・練習試合・対外試合・演奏会・校外活動等
合宿、練習試合、対外試合、演奏会、校外活動等は当面禁止とします。
＊再開時期については、感染状況を確認し、おって連絡します。

（３）活動形態
感染の可能性が高い活動は行いません。一度に大人数が集まって人が密集する活

動とならないよう配慮します。
また、使用する用具等については、使用前に消毒を行うとともに、生徒間での不

必要な使い回しをしません。
なお、マスク着用については、配慮がある場合は不要とします。

（４）３年生の練習の参加について
６月８日（月）実施予定の部活動編成に３年生も参加し、各部活動顧問から今後

の活動等について連絡します。

７ 課外に関すること
１、２年生は、６月９日（火）から自学自習形式で実施します。
３年生は、６月９日（火）から早朝・放課後ともに実施します。
（※詳細については、後日、進路指導部から連絡します）

８ チェックリスト等の活用
同様に「熊本県立学校における新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラ

イン」を御覧ください。
登校の際には、御家庭で検温や風邪症状の確認を行い、発熱等の症状等がみられる場合は、

自宅で療養してください。また、こまめな手洗い・うがい、咳エチケットを徹底し、感染症や
学校再開に対する不安・心配等で心のケアが必要な状況がみられる場合は、担任に御連絡くだ
さい。

９ その他
（１）夏季休業期間について

８月７日（金）に１学期終業式、８月２４日（月）に２学期始業式を行い、８月
８日（土）から８月２３日（日）までを夏季休業期間とします。

（２）レベル１について
ア身体的距離の確保
１ｍを目安に学級内で最大限の間隔を取ること。
ただし、それぞれの施設の状況や感染リスクの状況に応じて、柔軟に対応するこ
とが可能。座席の間隔に一律にこだわるのではなく、頻繁な換気などを組み合わ
せることなどにより、現場の状況に応じて柔軟に対応。

イ感染リスクの高い教科活動
十分な感染対策を行った上で実施。

ウ部活動
十分な感染対策を行った上で実施。



（３）鳳雛祭について
現在、実施の有無について検討中です。


